
令和８年度「岩手県ＰＴＡ保護者と教職員の交流研修会」

子どもたちに今、体験活動を！

岩手県内青少年集団宿泊教育施設連絡協議会



６０年前の岩手県の子どもたち・・・学力は“全国最下位”

「 （子ども・家庭・学校・地域・行政の連携）」をはじめる

解決すべき子どもの課題は、「学力向上」
（１）出稼ぎのお土産は・・・「 」にしよう！
（２）机（リンゴ箱）を置いて、家庭に「 」を設けよう！

本

学習場所

教育振興運動

大切なのは・・・

× 「あなたが勉強しないから！」と、子どものせいにする

〇 子どものために、地域の大人が責任を持って行動する

学校だけでは無理・学校任せにしない。地域（5者）ぐるみで取り組む！
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東京大学・社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所 共同研究「子どもの生活と学びに関する親子調査（2022年）」

今の岩手県の子どもたちは・・・（１）



自然体験の経年変化（回答；小４～６、中２、高２）・・・体験不足の子どもたち
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国立青少年教育振興機構（令和６年５月発表） 「青少年の体験活動等に関する意識調査（令和４年度）」

今の岩手県の子どもたちは・・・（２）



今、大人が取り組むすべき「子どもの課題」は？

それが・・・（１）スマホ・ゲーム漬けの改善

それが・・・（２）体験活動不足の改善

↓

2024～2028年度：教育振興運動「全県共通課題」

「家庭学習の充実」と「体験活動の充実」

〇多様な家庭環境（核家族・共働き家庭・ひとり親家庭）・・・

 ゲーム・スマホを手放せない・・・第3の居場所で学習を見守りなど

〇集団生活・対人関係が苦手、自己肯定感が低い・・・

 試行錯誤・創意工夫・協働体験など・・・体験活動により心を開放



第 １ 章

子どもたちの「今」・・・

－ 「コロナ禍」による子どもの変容 －

国立青少年教育振興機構（令和６年５月発表）

「青少年の体験活動等に関する意識調査（令和４年度）」より



ここで、皆さんに質問です。

小４～６年生の放課後や休日の過ごし方で、

「こう過ごしてほしい」と思うベスト３は何ですか？

テレビを見たり・音楽を聴いたり

身体を休める・寝る

ネットで動画視聴・SNSへの投稿

運動・スポーツをする

文化芸術活動（絵画・演奏等）をする

習い事に行く

野外活動（山登り・キャンプ等）をする

テレビゲーム・携帯ゲームをする

友だちと遊ぶ

本やマンガを読む

勉強をする

家事や家族・兄弟・姉妹の世話

学習塾に行く

ボランティア活動をする
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現実の青少年（小４～６・中２・高２）の「放課後・休日の過ごし方（よくする）」

「放課後」ベスト３  「休日」ベスト３
１位 テレビを見たり、音楽を聴いたり １位 テレビを見たり、音楽を聴いたり

２位 テレビゲーム・携帯ゲーム  ２位 テレビゲーム・携帯ゲーム

３位 ネットの動画視聴・SNS投稿  ３位 身体を休める・寝る

・ ・

・ ・

・ ・

13位 野外活動（山登り・キャンプ等） 13位 野外活動（山登り・キャンプ等）

14位 ボランティア活動  14位 ボランティア活動

希望３位の「友だちと遊ぶ」
放課後７位・休日８位に・・・

海や川で泳いだ、昆虫を捕まえた、小さな子をおんぶした、ゴミをひろったことがありますか？



コ
ロ
ナ
期 45.4 

51.8 

54.5 

55.7 

56.6 

30.7 

29.2 

28.3 

28.2 

27.8 

23.1 

18.3 

16.7 

15.4 

14.6 

0.8 

0.7 

0.5 

0.7 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年

令和元年

平成２８年

平成２６年

平成２４年

何度もある 少しある ほとんどない 不明

「海や川で泳いだことがある」の経年変化（回答：小４～６、中２、高２）

自然体験
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「チョウ・バッタなど、昆虫を捕まえたことがある」の経年変化（回答：小４～６、中２、高２）

自然体験
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「捨てられているゴミをひろったことがある」の経年変化（回答：小４～６、中２、高２）

生活体験



公共機関（県・市町村や教育委員会、青少年の家など）事業への参加状況・理由
（回答：小４～６保護者）
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第 ２ 章

「体験活動」の意義・効用

－ 「協力・失敗・発見・本物」を経験すると －

国立青少年教育振興機構（令和３年７月発表）

「青少年の体験活動等に関する意識調査（令和元年度）」等より



〔定義〕「体験活動」とは何か？・・・人づくりの“原点”

直接、“自然や人、社会等と関わる活動”をおこなうことにより、

  “五感”を通じて何かを感じ、学ぶ取組のこと。３つに分類される。

（１）「生活・文化体験」活動

〔 例 〕放課後の遊び、お手伝い、野遊び、スポーツ、部活動、地域行事 など

（２）「自然体験」活動
〔 例 〕登山、キャンプ、ハイキング等の野外活動、星空観察、動植物観察 など

（３）「社会体験」活動
〔 例 〕ボランティア活動、職業体験・職場体験、インターンシップ など

「文部科学白書２０１６」より

お手伝い 地域行事



「自然体験」と「自律性」の関係（回答：小４～６、中２、高２）
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「自然体験」と「協調性」の関係（回答：小４～６、中２、高２）
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「自然体験」と「探求力」の関係（回答：小４～６、中２、高２）
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「自然体験」と「自己肯定感」の関係（回答：小４～６、中２、高２）
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家庭で簡単にできる「お手伝い」は、親ための子育てトレーニング （回答：小４～６、中２、高２）

お

手

伝

い

自己肯定感 （自分のままでいい・存在していい）

任せて、ほめて、
感謝する活動を、

大人（保護者・地
域）が意図的に仕
組むが大切です。

国立青少年教育振興機構（令和６年５月発表）

「青少年の体験活動等に関する意識調査（令和４年度）」より



体験活動は・・・「幼少期から継続的しておこなうことが効果的」

〇子どもと一緒に、大人（親・地域の方）が楽しむこと

１）体験活動の効果・・・「社会を生き抜く力」の基礎を養う

①コミュニケーション能力 ②自立心 ③主体性 ④協調性

⑤責任感 ⑥創造性 ⑦チャレンジ精神 ⑧他者と協働する能力 など

２）「思いどおりにならない」時に、対応できるに力が身につく

３）人間関係が作れない、規範意識に欠ける、感情を抑えられない等の

解決・未然防止にも有効

「文部科学白書２０１６」より



最 終 章

どうして今、体験活動なのか？

－ 子どもの問題は「大人の問題」 －



ゲーム・
 スマホに
 逃げ込む  

バーチャルに逃避
・肯定されたい
・自己顕示したい

すべてつながっている・・・

実生活・体験に戻す
・五感を使った体験
・人とのつながり

向上する自己肯定感
・任せる、ほめる
感謝する声かけ

小言・否定で
萎縮した日常
生活（満たさ
れない日々）

肯定・所属
感・愛情ホル
モンに満たさ
れた日常生活

ゲーム・
 スマホ漬  
けの改善

現実生活
に戻れず
体験不足

体験活動・
ふれあい・
読み聞かせ



ゲーム依存の促進要因

ゲーム依存の抑制要因

「人は、人によって、人になる」

「バーチャル楽しい」より、

「リアル楽しい」の経験を！

「やってみて、認めほめられ、感謝される」経験が、

 「不安感・否定・疎外感」から解放する

体験活動
・外遊び、運動 
・自然体験
・ボランティア
・お手伝い 等

承認欲求を
求めて・・・



子どもに表れる「問題」は、大人の「問題」です。

・・・「子どものせい（責任）」にするのは簡単です。

しかし、それは大人の「責任放棄・責任転嫁」です。

大人自身が「子どもへの関り方」を振り返ること。

「体験活動の充実」は、教育振興運動の全県共通課題。

教育振興運動は、

「子どもの活動」ではなく、「大人が取り組む地域の運動」。

「大人が本気になって取り組む」と、子どもは変わります。



子どもたちに今、体験活動を！
“体験活動のプロ”が、皆様をサポートします。

お近くの施設を二次元コードで確認のうえ、ご相談ください。
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